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圓

通

徳

止

に

つ

い

て

長

谷

川

昌

弘

一
、

問
題

の
所
在

中
国
宋
代

に
お
け
る
禅
宗

の
発
展
は
様
々
な
分
野
に
多
大
な
影
響
を

与
え
た
。
そ
し
て
そ
の

一
要
因
と
な
つ
た
の
が
士
大
夫
階
級
と
の
交
渉

で
あ
る
。
そ

の
結
果
彼
ら
の
関
心
の
高

い
部
分
は
特
に
そ
の
影
響
を
強

く
受
け
る
こ
と
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
芸
術

の
分
野
も
さ
に
そ
の
典
型

で
あ
つ
た
。
し
か
し
な
が
ら
詳
し
く
分
析
す
る
と
僧
侶
側
に
も
様
々
な

類
型
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
以
前
拙
稿
で
論
じ
た
通
り
で

　ユ
　

あ
る
。
そ
こ
で
着
目
さ
れ
る
の
は
真

の
芸
術
僧
と
し
て
曹
洞
宗

の
圓
通

徳
止

(
一
〇
八
○
～

一
一
三
五
)
が
、
多
数

の
芸
術
関
係
著
述

の
中

で
非

常
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

一
般
的
に
北
宋
代
は
種
々

の
分
野
で
臨

済
宗
黄
竜
派

の
発
展
が
め
ざ
ま
し
く
、
南
宋
代
は
臨
済
宗

楊
岐
派
が
と

っ
て
変
わ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
す
れ
ば
芸
術
分
野
に

お
い
て
黄
竜
派

の
活
躍
以
外
に
曹
洞
宗

の
活
躍
が
見
落
と
さ
れ
て
き
た

の
か
、
或
い
は
そ
れ
は
北
宋
末
期
か
ら
の
曹
洞
宗

の
撞
頭
と
何
ら
か
の

関
連
が
あ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
小
論
で
は
そ
う
い
っ
た
状
況
下

で
の
こ

の
徳
止
の
評
価
は
果
た
し
て
何
を
意
味
す
る
の
か
、
改
め
て
検
討
を
加

え
よ
う
と
思
う
。

二
、
徳
止

と
徳
正

圓
通
徳
止
は
曹
洞
宗
芙
蓉
道
楷
下
の
閾
提
惟
照

(
一
〇
八
四
～

一
一
二

八
)
の
法
嗣
で

『嘉
泰
普
灯
録
』

(雷
庵
正
受
編
、

一
二
〇
四
年
)
巻
九
、

『五
灯
会
元
』
巻

一
四
、
『続
伝
灯
録
』
巻

一
七
、
『南
宋
元
明
禅
林
僧

宝
伝
』
巻

一
等
に
簡
略
な
伝
記
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば

宣
和
三
年

(
=

二
一
)
徽
宗
皇
帝
よ
り
真
際
の
号
を
賜
り
、
圓
通
寺

に
住
持
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ

の
冒
頭
に
は
い
ず

れ
も

『嘉
泰
普
灯
録
』
の
、

金
紫
徐
閑
中
之
季
子
也
。
世
居
歴
陽
。
中
略

力
求
出
家
。
父
弗
許
欲
以
官

授
之
。
日
某
方
将
脱
世
網
不
著
三
界
。
豊
復
刺
頭
於
利
明
中
耶
。
請
移
授
狽

兄
珪
。

な
る
記
載
に
準
拠
し
た
記
述
が
み
ら
れ
、
彼
が
徐

閑
中
の
末
子
で
歴
陽

(安
徽
省
)
の
人
で
あ
り
、
兄
弟

の
子
に
官
を
譲
り
出
家
し
た
経
綽
が
示
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さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
芸
術
関
係
の
著
述
類
に
は
右

の
記
述
は

み
ら
れ
ず

、
『図
絵
宝
鑑
』
巻
四
を
は
じ
め
、
『書
史
会
要
』
巻
六
、
『画

禅
』、
『絵

事
備
考
』
巻
六
、
『侃
文
斎
書
画
譜
』
巻
三
六

・
巻
五

二
、

『宋
詩
紀
事
』
巻
九
三
等
殆
ど
が
、

釈
徳
止
号
青
谷
。
善
属
文
工
画
能
書
。
嘗
画
盧
山
尋
真
観
二
壁
。
朱
文
公
題

其
上
云
、
此
止
老
所
画
後
人
勿
殿
。
又
二
壁
皆
正
書
。
其
文
有
青
谷
文
集
。

と

い
う

『
皇
宋
書
録
』

(董
更
著
、

一
二
四
二
刊
)
巻
下

の
記
事
に
準
拠

し
た
記
事
を
載
せ
、
簡
略
な
も
の
が
多
い
。

一
方
で
芸
術
関
係

の
著
述
で
は
、
灯
史
類
が
徳
止
の
項
で
述

べ
る
徐

閾
中
の
子

で
あ
る
記
述
を
載
せ
る
の
は
圓
通
徳
正
に
つ
い
て
な
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち

『画
継
』
巻
三

(郵
椿
著
、
宋
代
刊
)
に
、

信
州
人
。
宣
和
郎
官
徐
競
明
叔
之
兄
、
紹
興
侍
従
徐
林
梶
山
之
弟
。
登
科
為

平
江
教
官
、
棄
而
出
家
。
是
日
即
勅
住
江
州
圓
通
寺
。
以
下
略

と
あ
る
の
を
は
じ
め
、
『図
絵
宝
鑑
』
巻
三
、
『画
史
会
要
』
巻
二
、
『画

禅
』
、
『絵
事
備
考
』
巻
五
下
、
『侃
文
斎
書
画
譜
』
巻
五

二
等
い
ず
れ

も
僧
徳
正

は
信
州

(江
西
省
)
の
人
で
、
徐
林
の
弟
で
徐
競

(
一
〇
九

一

～

一
一
五
三
)
の
兄

で
あ
る
と
す
る
。
徐
林

・
徐
競

は
徐
閾
中
の
子
で

あ
り
、
そ

の
点
か
ら
す
れ
ぼ
徳
止
に
関
す
る
灯
史
類

の
記
事
と
同
等

で

あ
る
。
こ
れ
ら
を
総
合
す
る
と
徳
止
は
灯
史
類
で
は
徐
閑
中

の
季
子

つ

ま
り
末
子
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
徳
止
は
徳
正

の
弟

で
な
お
か
つ
徐

競

の
弟
と
な

る
が
、
果
た
し
て
徳
止
と
徳
正
は
兄
弟

で
あ
る
の
か
そ
れ

と
も
同

一
人
物
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
る
に
徳
正
な
る
人
物
は
各
種

灯
史
類
に
は
そ
の
名
は
見
い
出
せ
ず
、
わ
ず
か
に

『盧
山
志
』
巻
九
に

そ
の
伝
が
載
せ
ら
れ
る
が
、
そ
の
文
章
は

『画
継
』
の
文
を
そ
の
ま
ま

引
用
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
し
か
も

『盧
山
志
』
は
徳
正
を
宋
代
に

載
せ
ず
五
代

の
人
物
と
し
て
い
る
と
と
も
に
、
引

用
書
を

『画
断
』
と

し
い
る
が
、
『画
断
』
な
る
書
物
は
存
在
せ
ず
こ
れ
も

『画
継
』

の
間

違

い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て

『盧
山
志
』
の
記
事
は
取
る
に
足
ら
な

い
。こ
の
よ
う
に
徳
止
と
徳
正
に
つ
い
て
は

一
見
単

な
る
誤
植
か
と
も
思

わ
れ
る
が
、
か

つ
て
筆
者
も
そ
う
で
あ
つ
た
が
甚

だ
混
乱
を
生
じ
る
。

と
こ
ろ
が
元
代

の

『図
絵
宝
鑑
』
を
は
じ
め

『画
禅
』
、
『絵
事
備
考
』
、

『侃
文
載
書
画
譜
』
は
は
っ
き
り
と
両
者
を
別
人

と
し
て
扱
い
記
載
し

て
お
り
、
徐
閨
中

の
子
は
徳
正
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
時
代
が
下

つ
て

元
代
以
降
は
両
者
を
別
人
と
し
て
い
る
。
右
の
状

況
か
ら
は
両
者
は
別

人
の
可
能
性
が
高

い
が
、
次
の
二
点
が
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
徳
止
と
徳

正
が
兄
弟

で
あ
る
場
合
と
、
灯
史
類
或
い
は
芸
術
著
述
類

の
ど
ち
ら
か

が
誤
つ
て
徐
閾
中

の
子
と
し
て
い
る
か
で
あ
る
。
こ
の
点
を
は
っ
き
り

さ
せ
な
け
れ
ば
、
徳
止
に
対
す
る
正
し
い
考
察

は
下
せ
な
い
。

三
、
徐

閾
中

、
徐
林
、
徐
競

徳
止
と
徳
正
に

つ
い
て
は
、
灯
史
類
と
芸
術
著
述
類
の
記
載
か
ら
は

右

の
結
論
し
か
見
い
出
せ
ず
、
ま
た
両
者
と
も
に
そ
れ
ら
以
外
の
塔
銘

や
行
状
と
い
つ
た
詳
し

い
資
料
は
見
当
た
ら
な

い
。
そ
こ
で
徐
閉
中
ま
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た
は
そ
の
子
で
あ
る
徐
林
、
徐
競
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
そ

の
間
の
事
情
を
明
白
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

三
者

の
う
ち
で
最
も
詳
し
い
資
料
が
存
す
る
の
は
徐
競
で
あ
る
。
即

ち
彼
自
身

の
手
に
な
る

『宣
和
奉
使
高
麗
図
経
』
四
〇
巻
に
、
張
孝
伯

が
乾
道
三
年

(
=

六
七
)
に
撰
し
た

「宋
故
尚
書
刑
部
員
外
郎
徐
公

行
状
」
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
祖
父
は
徐
師
回
、

祖
母
は
林
氏

(
一
〇
二
六
～

一
一
〇
九
)
で
、
父
が
閾
中
、
母
は
葛
氏
で

あ
る
。
祖
父

の
徐
師
回
に
つ
い
て
は
、
蘇
轍
が

「南
康
直
節
堂
記
」
(『攣

城
集
』
巻
二
四
)
を
、
黄
庭
堅
が

「明
月
泉
銘
」
(『豫
章
集
』
巻

一
三
)
を

著
し
て
い
る
。
ま
た
祖
母
に
つ
い
て
は
李
之
儀

の
撰
に
よ
る

「郡
太
君

林
氏
墓
銘
」
が

『姑
渓
居
士
集
』
巻
四
四
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
右
に

よ
れ
ぼ
閑
中
が
大
観
三
年

(
一
〇
二
六
)
に
李
之
儀

に
墓
誌
銘
を
依
頼

し
た
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
由
緒
正
し
い
家
系
に
生
ま

れ
た
競
で
あ
る
が
、
官
吏
と
し
て
優
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
行
状
に
、

中
書
舎
人
韓
駒
見
之
日
、
後
人
殆
不
可
措
筆
　
。
画
入
神
品
。
山
水
人
物
二

倶
冠
絶
。

な
る
記
事

や
、

徽
宗
皇

帝
覧
其
書

、
大
悦
。
召
対
便
殿
、
賜

同
進
士
出
身
。
擢

知
大
宗
正
丞

事
。
兼
掌
書
学

。

な
る
記
事

が
あ
る
よ
う
に
、
書
画
と
も
に
大
変
優
れ
、
徽
宗
に
も
寵
愛

さ
れ
、
宣
和
年
間
に
は
書
学
博
士
に
な

つ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
し
た

が
つ
て
行
状

は
書
画
に
関
す
る
記
述
量
も
相
当
多
い
が
、
こ
と
兄
弟
に

関
し
て
は
兄

の
林
に

つ
い
て
わ
ず
か
な
記
載

の
み
し
か
な

い
。
た
だ

『皇
宋
書
録
』
巻
中
に
興
味
深

い
記
述
が
み
ら
れ
る
。

徐
競
字
明
叔
。宣
画
間
嘗
為
書
学
博
士
。
工
纂
法
、
以
秦
斯
為
本
。
弟
環
善
笈
。

右
に
よ
れ
ば
、
競

の
弟
に
環
な
る
者
が
お
り
、
や
は
り
築
書

に
優
れ
て

い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
記
述
は
明
代

の

『書
史
会
要
』
や
清
代

の

『侃
文
斎
書
画
譜
』
に
も
踏
襲
さ
れ
て
お
り
、
灯
史
類
の
徳
止
が
閾

中
の
末
子
で
あ
る
と
い
う
記
述
か
ら
す
れ
ば
、
ま
さ
に
こ
の
環
が
徳
止

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し

『皇
宋
書
録
』
自
体
徳
止
を
収
め
て
い

る
が
右
の
事
情
に
全
く
触
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
環
が
徳
止
ま
た
は
徳
正

で
あ
る
こ
と
を
彷
佛
さ
せ
る
確
証
は
な
く
、
競

に
関
す
る
行
状
等
か
ら

は
遺
憾
な
が
ら
徳
止
と
徳
正
を
確
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

で
は
徐
閉
中
ま
た
は
林
に
関
し
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
閾
中
に
関

し
て
は
遺
憾
な
が
ら
彼
の
子
供
を
特
定

で
き
る
詳
し

い
記
述

の
あ
る
関

連
書
は
見
当
た
ら
ず
、
芸
術
関
係
の
著
述
に
も
記
載
が
な
い
。
し
か
し

林
に
関
し
て
は
若
干

の
資
料
が
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
李
弥
遜

(
一
〇

八
九
～
一
一
五
三
)
の

『笏
難
集
』
巻
二

一
に

「践
徐
梶
山
所
作
智
道
者

偈
」
が
収
め
ら
れ
、
林
が
仏
教
信
仰
に
厚
か
つ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

さ
ら
に
芸
術
関
係
で
は

『書
史
会
要
』
巻
六
に

「徐
林
字
稚
山
競
之
兄
」

な
る
記
述
が
あ
り
、
『楓
文
斎
書
画
譜
』
巻
三
四
が
若
干
詳
し
い
記
述

に
な

つ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
芸
術
関
係

の
著
述

は
書
学
博
士
の
競

の
兄
弟
は
皆
築
書
に
優
れ
た
と
し
、
そ
の
名
を
林

と
環
と
す
る
。
そ
し

て
徳
止
ま
た
は
徳
正

の
名
は
別
に
立
て
て
い
る
。
し
か
し
林
や
環
に
つ
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い
て
も
遺
憾
な
が
ら
閑
中
と
同
じ
く
詳
し
い
伝
記
資
料
は
見
当
た
ら
な

い
が
、
こ
こ
に
徐

一
族
に
つ
い
て
記
載
す
る
も
の
が

一
本
だ
け
存
す
る
。

そ
れ
は
萢
成
大

(
一
一
二
六
～

一
一
九
三
)

の
撰

に
な
る
。
『呉
郡
志
』

(
一
二
二
九
年
刊
)
巻
二
七
で
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
徐
師
回
と
徐
林
の

条
が
立
て
ら
れ
、
師
回
の
条
に
は
、

子

閨
中
。
為
吏
有
能
名
、
為
吏
部
郎
。

子
林
競
。

な
る
記
載

が
あ
り
、
閨
中
の
子
と
し
て
林
と
競
を
挙
げ

て
い
る
。
問
題

は
林
の
条

で
あ
る
。
そ
こ
に
は
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

弟
競
字
明
叔
。
官
刑
部
郎
中
。
善
築
書
。
次
第
徳
止
。
遜
官
於
従
子
而
学
仏
。

徽
宗
賜
号
圓
通
禅
師
。

こ
の
記
述

に
よ
れ
ば
賜
号
の
間
違

い
は
あ
る
も
の
の
、
ま
さ
に
閾
中
の

末
子
が
徳
止
と
い
う
こ
と
に
な
り
、各
種
灯
使
類
の
内
容
と

一
致
す
る
。

表
向
き
の
こ
の
書
の
成
立
は

『嘉
泰
普
灯
録
』
の
成
立
よ
り
後
で
あ
り
、

な
お
且

つ
そ
の
記
述
内
容
が
酷
似
し
て
い
る
点
か
ら

『嘉
泰
普
灯
録
』

に
依
拠
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
原
序
に
、

校
学
本
無
少
異
。
侯
日
、
憶
。
信
是

已
。
吾

何
敢
不
力
。
而
書
止
紹
煕
三
年
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
紹
煕
三
年

(
一
一
九
二
)
以
前
に
書
か
れ
た
も
の

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
さ
す
れ
ば
む
し
ろ

『嘉
泰
普
灯
録
』
の
編
者
の

雷
庵
が
こ
の
記
事
を
引
用
し
た
可
能
性
も
高

い
が
、
現
時
点
で
は
ど
ち

ら
の
記
事
が
先
で
あ
つ
た
か
俄
に
は
弁
じ
難
い
。

以
上
を
要
約
す
れ
ば
、
徳
止
に
つ
い
て
灯
史
類
で
最
も
早
く
記
述
す

る
の
は
現
時
点
で
は
雷
庵
の

『嘉
泰
普
灯
録
』
で
あ
る
が
、
そ
の
記
事

は

『呉
郡
志
』
に
依
拠
し
て
い
る
可
能
性
も
高

い
。
し
か
し

一
方
で
芸

術
関
係
で
は
徳
止
を
除
閾
中
の
子
と
す
る
も

の
は
殆
ど
な
く
、
徳
正
と

す
る
。
そ
の
最
も
早
い
記
述
は
郵
椿

の

『画
継
』
で
あ
る
。
通
常
そ
の

刊
時
が
不
明
と
さ
れ
て
い
る
が
、
原
序
に
、

本
朝
郭
若
虚
作
図
画
見
聞
誌
。
又
自
会
昌
元
年
至
神
宗
皇
帝
煕
寧
七
年
名
人

芸
士
復
編
次
。
中
略

毎
念
煕
寧
而
後
游
心
藏
芸
者
甚
衆
。
迫
今
九
十
四
春

秋
　
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
序
文
は
煕
寧

七
年

の
九
十
四
年
後
す

な
わ
ち
乾
道
三
年

(
一
一
六
七
)
に
著
さ
れ
た

こ
と
が
窺

わ
れ
る
。
こ

の
点
か
ら

『画
継
』
の
記
事

の
方
が
よ
り
早
期

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。
さ
ら
に

『嘉
泰
普
灯
録
』
は
徳
止
の
没
年
を
紹
興
乙
亥
す
な

わ
ち
二
五
年

(
一
一
五
五
)
、
寿
を
五
十
六
と
し

て
い
る
が
、
そ
れ
で
は

生
年
が
元
符
三
年

(
一
一
〇
〇
)
と
な
り
若
干

二
十

二
歳
で
圓
通
寺
に

住
持
し
た
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
不
合
理
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
他

の
灯
史
類
は
、
没
年
を
紹
興
乙
卯
す
な
わ
ち
五
年

(
=

三
五
)
に

訂
正
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
で
は
徐
競
よ
り
も
年
長
に
な
り
閾
中
の

末
子
と
い
う
表
記
と
は
破
綻
を
生
ず
る
。
以
上

の
点
か
ら

『嘉
泰
普
灯

録
』

の
記
事
は
遺
憾
な
が
ら
問
題
が
多
く
注
意

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た

『呉
郡
志
』
の
記
事
は
基
本
的
に
は
信
頼
が
置
け

る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

れ
も
傷
ん
で
い
た
も
の
を
趙
汝
談
が
紹
定
二
年

(
一
二
二
九
)
に
序
し

て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
若
干

の
問
題
を
含
む
。

い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
混
乱
は
由
緒
正
し
き
徐

一
族
の
競
が
書
学
博
士
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で
も
あ
り
、
そ
の
兄
弟
が
出
家
し
て
圓
通
寺
に
住
持
し
た
い
う
権
威
付

け
に
は
も

つ
て
こ
い
の
状
況
か
ら
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

本
節
の
検
討
か
ら
、
徐

一
族
は
徳
止
で
は
な
く
徳
正
で
あ
つ
た
と
考
え

る
ほ
う
が
よ
り
妥
当
で
あ
ろ
う
。

四
、
徳
止
の
芸
術

前
節
ま

で
の
検
討
か
ら
徳
止
と
徳
正
は
別
人
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

の
場
合
徳

止
の
芸
術
は
如
何
な
る
位
置
付
け
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
徳

止
に
関
す
る
芸
術
関
係
著
述
類
の
記
事
を
整
理
す
る
と
、
宋
代
の

『皇

宋
書
録
』
巻
下
で
は
書
画

に
巧
み
と
さ
れ
、
元
代
の

『図
絵
宝
鑑
』
巻

四
で
は
画

を
評
価
さ
れ
、
明
代

の

『画
禅
』
で
画
を
評
価
さ
れ
、
『書

史
会
要
』巻

六
で
は
正
書
す
な
わ
ち
楷
書
に
優
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

清
代
で
は

『絵
事
備
考
』
巻
六

で
画
仏
に
優
れ
た
と
さ
れ
、
『侃
文
斎

書
画
譜
』
に
お
い
て
は
巻
三
六

で
正
書
、
巻
五
二
で
画
を
評
価
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
を
要
す
る
に
書
に
お
い
て
は
正
書
す
な
わ
ち
楷
書
、
絵
画

に
お
い
て
は
画
仏
に
優
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
徐

一
族
は
前
節
の
検

討
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
纂
書

に
優
れ
た
こ
と
が
特
色
で
も
あ
り
、
そ

の
点
か
ら
も
徳
止
は
様
相
が
異
な
つ
て
い
る
。

徳
止
の
芸
術

の
特
色
は
右

の
如
く
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
は
、
右
に
取
り
上
げ
た
芸
術
関
係
著
述
の
収
録
基
準
は
い

わ
ゆ
る
高
僧

で
あ
る
が
ゆ
え
の
余
技
と
い
つ
た
も
の
で
は
な
く
、
著
者

の
主
観
で
は
あ
る
が
純
粋
な
芸
術
的
価
値
観
か
ら
な

つ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
つ
ま
り
収
録
さ
れ
る
こ
と
自
体
高
い
芸
術
的
評
価
が
認
め
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
僧
侶

で
あ
る
か
否
か

は
無
関
係
と
い
う
中
国

の
芸
術
評
価
の

一
般
的
基
準
を
認
識
し
て
い
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
し

か
も
か
っ
て
拙
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
後
世
の
著
述
は
収
録
範
囲
が
広

　　
　

が
る
の
が

一
般
的
だ
が
、
同
時
代
で
あ
る
宋
代

の
著
述
か
ら
既
に
収
録

さ
れ
て
い
る
こ
と
自
体
相
当
高

い
評
価
が
さ
れ
た
と
み
な
し
て
差
し
支

え
な
い
。
残
念
な
が
ら
彼

の
作
品
は
現
存
が
確
認
で
き
な
い
が
、
宋
代

以
降
評
価
さ
れ
続
け
て
き
た
事
実
は
大

い
に
注

目
す
べ
き
で
あ
る
。

一
方
で
徳
止
以
外

の
僧
侶

で
も
同
様
に
高
い
評
価
を
受
け
た
も
の
は

多
々
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
宋
元
明
代
の
著
述
で
宗
派
を
確

定

で
き
る
者
は
そ
う
多
く
は
な
い
。
そ
し
て
曹

洞
宗
の
僧
侶
と
確
定

で

き
る
の
は
、
徳
止
た
だ

一
人
な
の
で
あ
る
。
ま
た
最
も
広
範
に
書
画
家

を
収
録
し
た
も
の
の

一
つ
と
思
わ
れ
る
清
代
の

『侃
文
斎
書
画
譜
』
を

み
て
も
。
禅
僧
と
確
定

で
き
る
も
の
だ
け
で
も
五
十
名
近
く
あ
る
が
、

そ
の
多
く
は
臨
済
宗
と
雲
門
宗
の
僧
侶
で
あ
り
、
曹
洞
宗
と
確
定

で
き

る
は
や
は
り
徳
止

一
人

の
み
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
果
た
し
て
何
を
意

味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

従
来
禅

の
文
化
面

の
活
躍
は
臨
済
宗
黄
竜
派

が
中
心
と
な
っ
て
、
後

に
臨
済
宗
全
体

へ
と
広
が
つ
た
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
そ
の
原
因
の

一
要
因
に
は
士
大
夫
階
級
と
の
交
渉
が
挙
げ
ら

れ
る
。
確
か
に
宋
代
の

著
名
な
書
画
家
の
多
く
が
臨
済
宗
の
僧
侶
と
親
交
し
た
こ
と
は
事
実
だ

が
、
し
か
し
曹
洞
宗

の
僧
侶
と
て
彼
ら
と
交
渉

が
な
か
つ
た
訳

で
は
な
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ぐ
、
士
大
夫
階
級
と
の
交
渉
に

つ
い
て
は
あ
ま
り
関
係
し
な
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
さ
す
れ
ば
曹
洞
宗
で
は
翰
墨
に
優
れ
た
者
が
い
な
か
つ

た
と
い
う
単
純
な
理
由
は
成
立
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
点
に

つ
い
て

も
そ
う
と
も
言

い
切
れ
な
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
ぼ
徳
止

の
法
叔
に
あ

た
る
鹿
門
法
燈

(
一
〇
七
五
～

=

二
七
)
の

「鹿
門
燈
禅
師
塔
銘
」
(『石

門
文
字
禅
』
巻
二
九
他
)
に
は
、

自
幼
時
則
能
論
気

節
、
工
翰
墨
、
逸
群
不
受
世
縁
控

勒
。

と
、
彼
が
能
筆

で
あ

っ
た
こ
と
が
は
つ
き
り
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。
し
か
し
何
ゆ
え
か
彼

の
名
は
芸
術
関
係
著
述
類
に
は
見
当
た
ら
な

い
。
ま
た

一
方
で
こ
の

一
例
を
以
っ
て
、
当
時
勢
力
を
伸
張
し
て
い
た

曹
洞
宗
の
芙
蓉
道
楷
系
が
翰
墨
に
長
じ
た
と
結
論
付
け
る
こ
と
も
早
急

で
あ
る
。

以
上
の
検
討
か
ら
す
れ
ば
、
徳
止
の
芸
術
は
既
に
宋
代
に
お
い
て
他

の
数
名

の
僧
侶
と
と
も
に
非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、
臨
済
宗

の
興
隆
と
と
も
に
そ
れ
に
属
す
る
僧
侶
の
知
名
度
が
増
し
、
そ
の
結
果

芸
術
関
連

の
著
作
者
も
認
知
し
や
す
い
状
況
に
あ

つ
た
と
推
測
で
き
る
。

し
か
し
そ

の
こ
と
が
彼
ら
の
鑑
識
眼
を
揺
る
が
す
こ
と
な
く
、
あ
く
ま

で
も
自
ら

の
芸
術
哲
学

に
基
づ
い
て
書
画
家
を
選
択
し
た

の
で
あ
る
。

そ
ん
な
中

で
徳
止
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
人
物
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
て
お

り
、
か
え

っ
て
い
か
に
重
視
さ
れ
て
き
た
か
を
物
語

つ
て
い
る
の
で
あ

る
。
さ
す

れ
ぼ
彼
ら
は
徳
止
と
徳
正
を
混
同
す
る
こ
と
な
く
、
結
果
的

に
ど
の
時
代

の
著
作
者
も

一
貫
し
て
別
人
と
し
て
扱

っ
て
き
た
の
で
あ

ろ
う
。
時
代
が
下
る
と
と
も
に
臨
済
宗
の
僧
侶

の
収
録
数
が
増
す
中
で

一
見
奇
異
に
感
ず
る
曹
洞
宗
圓
通
徳
止

の
高
評
価
は
、
換
言
す
れ
ば
宋

代
で
は
真
の
芸
術
僧
と
認
識
さ
れ
て
い
た
の
は
必
ず
し
も
臨
済
宗
系
と

は
限
ら
ず
、
芸
術
に
秀
で
る
こ
と
と
宗
派
の
特

色
と
は

一
概
に
結
び
付

け
ら
れ
な
い
こ
と
を
物
語

つ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
む
し
ろ
従
来

強
調
さ
れ
て
き
た
臨
済
宗
と
芸
術
と
の
関
連
が
、
後
世
時
代
の
変
遷
と

と
も
に
増
幅
さ
れ
て
い
っ
た
事
実
を
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。1

拙
稿

「宋
代

に
お
け

る
芸
術
僧

に

つ
い
て
」
(『
印
佛
研
』
四
七
-

一
)
を

参
照
さ
れ
た

い
。

2

同
右
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

圓
通
徳

止
、
圓
通
徳
正
、
芸
術
僧(正
眼
短
期
大
学
教
授
)
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